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要旨

JR東日本における技術革新への取り組みについて
Technology Strategy of JR-East

入夏 仁美
Hitomi Irinatsu

東日本旅客鉄道株式会社 技術企画部 知的財産センター 所長
General Manager, 

East Japan Railway Company Intellectual Property Center

日 時： 2014年12月11日（木） 14：50-16：30
会 場： 東京大学工学部2号館2階223号講義室
授業科目： 工学リテラシーⅡ(科目番号3799-150)

概要：

JR東日本は、国鉄改革・会社発足から25年が経過したこと
や、東日本大震災以降の大きな環境変化等を踏まえ、2012
年10月に通算5回目となる経営構想「グループ経営構想Ⅴ～
限りなき前進～」を策定した。
その中で無限の可能性の追求として、次の3テーマに重点を

おいた技術開発に取り組んでゆくこととしている。

①エネルギー・環境戦略の推進
②ICTを活用した業務革新
③新幹線の高速化。

これらについて現在の取り組み状況などについて紹介する。

主催： 東京大学大学院工学系研究科「機械システム・イノベーション」プログラム
東京大学 実践型リーダー養成事業「イノベーションリーダー養成演習」（PCIL）
東京大学 社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム（GSDM)

本件連絡先： 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻 教授 横野 泰之
GMSIプログラム事務局 E-mail: gmsi-office@pcil.t.u-tokyo.ac.jp Phone:  03-5841-0696


